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総合技術監理部門について（現状） 

 

１．受験要件について 

総合技術監理部門で求められる能力は、豊富な実務経験年数を通じて得られるものであるこ

と等から、他の技術部門に比べて、長い実務経験年数としている。以下のいずれかの業務経歴

を有していることが必要である。 
① 技術士補に登録して以降、技術士補として、７年を超える期間、指導技術士を補助してい 

る。 

② 技術士補となる資格を有した日以降、監督者の指導の下で、科学技術に関する業務につい 

て、７年を超える期間従事している。 

③ 科学技術に関する業務について、１０年を超える期間従事している（技術士補となる資格 

を有した日以前の期間も算入できる。指導者や監督者の有無・要件を問わない。）。 

 

２．試験科目について 

① 必須科目「総合技術監理一般」 

以下の５つの内容について、課題解決能力及び応用能力を問う。 

・安全管理に関する事項 

・社会環境との調和に関する事項 

・経済性（品質、コスト及び生産性）に関する事項 

・情報管理に関する事項 

・人的資源管理に関する事項 

② 選択科目 

他の技術部門の必須科目及び選択科目（他の技術部門の技術士資格を有する者は免除） 

 

３．試験の概要 

＜筆記試験＞ 

試験科目 問題の種類 試験方法 配点 試験時間 

必須科目 

「総合技術監理部門」

に関する課題解決能力

及び応用能力 

択一式 40 問出題全問解答 50 点 2 時間 

記述式 600 字詰用紙 5枚以内 50 点 3時間30分 

 

 

 

 

選択科目 

 ※１ 

 ※２ 

 

 

（必須科目） 

「技術部門」全般にわ

たる専門知識 

 

択一式 

 

 

20 問出題 

15 問解答 

 

15 点 

 

 

1時間30分 

 

（選択科目） 

「選択科目」に関する

専門知識と応用能力 

 

記述式 

 

 

600 字詰用紙 4枚以内 

 

50 点 

 

2 時間 

 

（選択科目） 

「選択科目」に関する

課題解決能力 

 

記述式 

 

600 字詰用紙 3枚以内 

 

50 点 

 

2 時間 

 

※１ 総合技術監理部門の「選択科目」は、他の部門における「選択科目」及び「必須科目」と

同一内容。 
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※２ 既に総合技術監理部門以外のいずれかの技術部門について技術士となる資格を有する者は、

既に技術士となる資格を有する技術部門に対応する選択科目が免除される。（技術士法施行規

則第 11 条の 2） 

 
＜口頭試験＞ 

試験科目 試問事項 配点 試問時間 

必須科目 

総合技術監理部門の必須科目に関する技術士として必要 

な専門知識と応用能力（筆記試験における答案と業務経 

歴により試問） 

60 点 

20 分 

（10 分程

度延長可） 

選択科目 

※１ 

 ※２ 

Ⅰ．受験者の技術的体験を中心とする経歴の内容と応用 

能力（筆記試験における答案と業務経歴により試問） 

 

40 点 

 

20 分 

（10 分程

度延長可） 

Ⅱ．技術士としての適格性及び一般的知識 

ⅰ）技術者倫理 

  ⅱ）技術士制度の認識その他 

 

10 点 

10 点 

※１ 既に総合技術監理部門以外のいずれかの技術部門について技術士となる資格を有する者は、

既に技術士となる資格を有する技術部門に対応する選択科目が免除される。（技術士法施行規

則第 11 条の 2） 

※２ ※１に該当する者は必須科目のみの試問とし、試問時間は 20分とする。 

※３ 総合技術監理部門以外の技術部門と併願している場合は、選択科目に関する口頭試験

は、総合技術監理部門以外の技術部門の口頭試験にて別途行うこととし、必須科目の試

問時間 20分と合わせて 40 分とする。 

 

４．合否決定基準 

（第２次試験） 

＜筆記試験＞ 

試験科目 問題の種類等 合否決定基準 

必須科目 
択一式 

６０％以上の得点 
記述式 

選択科目※ 

「技術部門」全般にわたる専門知識 ６０％以上の得点 

「選択科目」に関する専門知識と応用能力 
６０％以上の得点 

「選択科目」に関する課題解決能力 

＜口頭試験＞ 

総合技術監理部門の必須科目に

関する技術士として必要な専門

知識及び応用能力 

体系的専門知識 ６０％以上の得点 

経歴及び応用能力 ６０％以上の得点 

技術的体験を中心とする経歴の内容と応用能力※ ６０％以上の得点 

技術士としての適格性及び一般

知識※ 

技術者倫理 ６０％以上の得点 

技術士制度の認識その他 ６０％以上の得点 

※ 技術士法施行規則第１１条の２の規定により選択科目の受験が免除される者を除く。 

 


